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婆旨

1.骨粗怒症予防におけるとド乳・乳製品の有効性について、ゃれ・撃し幾品の摂取と運動の災絡の間緩

から断面的及び時系列的に検討した。

2.牛乳を毎8摂取する著者の比型軽は各年代を通じて潟く、 q警に40歳代以降では50%を越える者がを器日

摂取していた。また、乳製ぬは10歳代では比較約よく摂取しているものの、2O~30歳代で摂取類脱

会ぎ減少し、その後iまf手議事会ぎま援すとともに、毎お主翼耳文ずる遣を治安全議える傾向が見られた。

3.脅密度を8的変数、さ主総望号機の各項邑を説号号室長委主とする支窓際線分析を行ったところ、どの議ilJ議きま

でも、年齢、 4本3童、主主主裂の状態が大きく影響していた。

4 現在の牛乳摂取はMDi;去にXD) を除くすべての測定士告での潟係を示した。 i銭安のや撃し終取は、

MD法とDXA1:!ミ(DCS必∞)でのみ検討したが、いづれもf号待皮とは正の関係にあり、滋殺の牛乳

摂取より強く彩警察していた。

5. 1 年後の守号機絞め筆記化会運動との潟係で比較するとf守宅普段の関連では運動をしていない畿でCXD

法、 US法ともf号後授のj減少が大きかった。

6. カルシウム後毒完遂との擦係では、 CXD法はカルシウム摂取量の少ない畿でのf号後OC!J)減少が大き

かヮたが、むS主主マはi更にカルシウム摂取撃のさ善い畿で管密度の減少が大きかヮた。しかし、鮮によ

り年齢に2査があ相、繍主主項目、方法等を倹言干したよで比較する必要がある。

7.栄養とZ捌の筒側、ら骨密度の変化を櫛すすると、 1車動無・低カルシウム摂取"(''¥同皮の減少が

大きい傾向がみられ、カルシウム摂取得点と滋動との関係では、運動有で摂取得点の潟い群で骨密

度の減少がおさえられていた。
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く級交際的〉

本研究でi土、各世代の女性の骨密度にi銭安及びき襲名E!l)牛乳・乳製品の摂取状慾がどの

ように潟与しているかを運動警告霊安含めて、厳苦言及び縦断告さに検討することを密告さとし

た。歓喜芸者芳究としては全密の骨粗繁華主検診の薬害蒸から、会主主活習慣と骨密度の関連を検

討したお縦断研究としては 1年僚の運動、食事の変化が脅密度にどのように影響するか

そ主投書警のみ、護霊草書のみ、栄養と運動の河童話から検討した。

能庁議語研究、縦斯研究とも昨年度までにその一部令幸経営したが、断面研究では本年度は

枠組終主主検診デ、}タを 1年分追加した上で、主主1議官奇骨量と骨密度の関連を検討した。縦

断研究では昨年までは超音波法による撞骨骨総皮のみであったが、本年度はCXD法に

よる第二中学・骨の骨密度を加えた。また、昨年設では対象者数が少なかったため、栄畿

の変化のみ、 i議動の変化のみに分けて検討したが、ヌド主事長室は対象者数が唱したため、栄

主義とi獲量約の問iiiからの検討を加えた。

〈方法〉

1 . 銭安磁波書記

李総ち-7年療に念箆11都道府県66市町村で実滋された合若態度健診受診者のデータ

(15-制緩め女主主32473名分}を用いた。守宅若費支のilIl]i'主主長i土谷市町村が選択したもの

で、①MD法 (CXD)，③MD法 (DIP)、③DXA法的CS.600)、@DXA法 (QDR)、

⑤選管淡記長 (ACHILLES)の 5種類を使用した。そのうち、生活習慣に関するアンケ

ート項闘として年指令、体王室、生還の状態、現在の運動管慣の有無、過去の運動習慣の有

無、現在の牛乳摂取瀕皮、過去の牛乳摂取の有無、食事盤をど 2/3以下iと減らすようなダ

イエットの経験の有然の 8項目についてのデータがある有者合対委員iこ、骨密度を目的変

数とした重量悶燃分析徐行い、他の生活習慣を考慮したうえでそれぞれのさI::i活資慣がどの

ように骨鐙Eまに影響するかを検討した。尚、重因縁分析はすべての総明変護立がそろう対

象にしか行えないため、島知法治安}ではダイエットを除く?考察録、 DXAi:去(QDR)

では遜去の逐勤務君愛と滋去の牛乳摂取を徐く§項呂、超音安芸主主畿では滋去の牛乳摂取を

除く 7茨忽を談号号変委主として汚い?と。

2. 介入喜寿究

平成 6-8年に愛知県O罫了での骨密度健診を 1年の問をおいて継統受診した 20-80

歳の女性を対委員とした。対象者数は超音波法(以下 US法)による枠筏皮検診受診者

164名のうち自然閉経荷台に伊・討すにより人工閉経をした2名を除く 162;おマあったりCXD

法では継続受診者 203~おのうち自然閉経前に手術により人工閉経殺した 4~そ除く

193名を対象としたο 骨密肢の測定は超音波法はLuner社、 ACHILLESにより隊骨骨

密度を測定した。 CXD~去は TおIJIN 説明aJY鵠rIとよ哲第 2 中手骨骨密度寄~ìIlij 往̂した。

これら対象者に対し、義主診時iこ既役者室、生活習慣に関するアンケート安手?った。食品
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主要望主頻度調査は、 rlまとんどままべない=OJ r支撃に 1~2 殴口 1 J r週に 3-6路=2J 

「祭8食べる 3Jと点数化し、牛乳・乳製品・小室長・ .ft製品の4穏隠の合計点数

を『カルシウム摂取点、護対とした。議?と、一部の対象若まには留置法による 2日織の食

事記録綴ままと、連続した 7S間について主主要主計会期いた歩数爾笈ir実施した。栄養誘

査は栄養士が食害事書記録の記入もれおよび不務儀所の開き取号令行い、その後窃言7食品成

分差是を用いて設な栄養素の摂取状況を求めた。

健診後iこは骨密度の総支芝結果について保健婦が健jjlHこ差是明した。その後、栄養士とが…

人さきたり約 20分程度の俗芸当指導により、カルシウム摂取量の増加と日常生汚の違憲軍主主主

のま努力日を目標とした生活指導告と干すった。

〈給果〉

1 .斯iiii研究

す号総業遺症検診データのうち、冬季し、乳製品、小魚、豆・豆暴言語主、過去の牛乳主要望主につ

いての要望診項闘があった、それぞれ約 2万人分のデータについて、年{i;jjlj{と摂取頻度

安比較した{図 1)。骨粗業譲渡検診は基本約には成人を対象として実波dれているため、

10歳代に該当する者は 15-19裁の殺であった。牛撃し、.fL'ft製品、小魚の摂取頻度

は事華民主翼取する者が、年齢とともに滋加する傾向にあったo 牛乳の摂取頻度ば40歳代

以降;立を器包摂取する者が 50%なとこえた。乳製品マは、 10歳代-r::は比較的よく摂取して

いるものの、 20-30歳代では挟取頻度重宝減少し、その後l立年齢が増すとともに、告手段

摂取する税金主縫える傾向が免られた。小権中学校時代lと牛乳摂取の綴験がある者は 30

歳代までが 60%以上と多いが、 40議議代以降ではと件数を下回ったe

f号事苦変と各リスタブアクターの3草笛幾分析による襟主主化世話聞係係委主と芸家問j箭係数、決

定係数を主主 1Iこ示した。そ5謀22主項目でリスタブアクターのデータがそろう者は MD該

(CXD) Iま231名、 MD法 (DIP) Iま4451名， DXA法 (DCS-600)は3431名、 DXA

法 (QDR)は99名、 US法は6151名の計14363名でSうった。各ilUi'話法ごとの窓辺録係数

はO.307 ~O. 751、決定係委主はO.093~O. 563であった。

年齢はすべての測定法で重要i7)潟係を示し、 DXA法 (QDR)を除く 4測定法で儒阪線

主要委主が荷3訟であうた。体重まはすべての測定法で互の関係を示し五mi去 (DIP)、ひXA

法 (DCふ600)、USI法で専有意であった。生涯の状室長もすべての祝日空益法で正の関係を主試し、

MD!，告にXD) 法、 DXA i:去 (QDR) 以外で幸子3まであった。以上の 3~翼尽{年商事、体案、

後迎の状態)がいづれの測量去でも骨密援をに後く影響していた。

玉菜夜の牛乳摂取は MDi夫 (CX訟を主主くすべての測定法で正i7)関係を示したが、有

意な長著書長がえられたのはじS法のみであった。過退去の牛乳摂取は、デ」タのある?容量?村

が少なく DXA法 (QDR)とUS淡では検討できなかった。しかし残号の議I)}芝方法では、

悲喜;去の牛乳主義絞めある者で、脅後度は高い綴向がみられ、絡に MD法 (CXD)とDXA
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後 (DCS-600) では有意であった。いづれの誤IJ:iEf.去でも、過交の牛乳主義取は現夜の牛乳

摂取より強い関漆がみられた。

運数"Bl'iJ.t ，ま現在の逮重力習r幾がMDi.去以外の調IJ定j去でiままの関係をポし、過去のi翠致

習僚は MDI'去 (CXD) とus;法で廷の関係をぶしたc 1;完夜、過去ともi藁筆書習慣はusj去

で強く彩警撃していた。

表1'1号af:震と各リスクファク.;ーの重苦護婦分析による縁準化偏穣関係委主

MO(CXO) MO(OIP) OXA(OCS-600) OXA(QO只) 重量音波法
(n=231) (nロ4451) (n=3431) (nヌ'99) Cn=6151) 

年商事(歳〉 -0.481榊 一号.197料 問 0.675紳 ーな196 叩 0.621ネ*

体3重{主g) 0.034 立073神 0.158本* 0.141 0.159本本

主主還の状慾 0.095 0.150料 立057*本 0.141 0.078榊

ミ望者Eの漆動a 寸0.032 心 046特 0.035紳 0.116 0.072'同

過去の運動a 0.075 -0.011 -0.005 0.048紳

ミ建主Eの牛事上摂取 斗号、自49 0.005 0.008 む.176 0.021キ

過去の牛乳際取a 0.122* O.∞9 0.032林

ダイエツトの有無a 即日.017 0.004 0.035 な015

臨時ipleR 0.628輔副07榊 な751林 0.373悼む.670榊

Adjusted R Square 0.373榊 0.093紳 0.563紳色083榊 0.448輔
副主む:なし、 1:あり
ま主還の主主慾!ま0:ない 1・不鼠 2:正常
現筏の牛乳際取は3:t事 B. 止灘iこ3-6露払 1・趨iこ1~2悶，む:霊堂まない
本担<0.05.榊 p<0.01

公 介入研究

①対象者の特性

対象者の身体特憶を年代7]1JI:::妻賢 2aふき慢 3a，biこ示したo CXD法では 60歳以上若手の

身長および体重量は他苦手iこ).:仁しヲ考察な低伎を示した。骨華経度i立与代を縫すほど手子宮、tJ~主主1i

告と示じた。初回時と 1年後との上む絞では*年代とも体絡に有主主主査はみられなかったが、

骨密度は 50銭未満と 50滋代で初lBl持iこ主主し、有意lこ低下したG 各栄事長素の摂取震は

カルシウムを除いて大ぎな変化はなかった。カルシウムは 50綴代以上で有意に場力日し

た。歩霊堂iまさ主体的に減少f表向に違うり、ヰ寺iこ50歳代では有意に減少した。

us 放では各年代間に会事絡め差はなかった。寺号車宮、授は年齢会主増すほど低憶をしめしたの

初回と 1年後の変化は 40綴代以上では体撃がやや増加傾向にあった。脅密度は 30造設

未満会除いてそ5年代で有語まに低下した。栄養素の摂数量誌は 40歳代で脂質とエネルギー

がわずか守はあるが減少した。カルシウム摂取量は大ぎな変化はみられなかった。歩養生

iま30総代で渚忠告したが、有2まな変化ではなかった。
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表2a 対象者特性(OXD法)

5号室襲来満 50歳代 総裁以上
(n公64) (n=81l (n=48) 

年齢 {定義〉 45.1士 3.2 53.哲ェ!:2.9 65.9 ::!:弘 i

身長 (cm) 初題審寺 155.1土 4.8 153.9 ::!: 4.1 150， 5土 5.1
i年後 155.1 ::!: 5.0 153.8士 4.2 150，2土 5，1 

ム 合 τ!:L 0 -0.1 ::!: 1. 4 -0， 4 ::!: 2，1 

体重重 (kg) 初閲H寺 54.2 こと 6， 2 53. 6全 7，5 50， 6土 7.1 

1年後 54画 I土 6.0 55.2 ::!: 12.2 50.8 ::!: 7.2 
A …弘 1士 2.7 +1. 6 _を 11.4 '0.2土 2，0

時制 I (kg/m2) 初短時 22.5 ::!: 2.6 22. 7土 3.2 22.4 ::!: 2.9 
1主判長 22.5 _と 2.5 23.4土 5‘4 22マ5こと 2.9 
どミ 告企1.1 争0.7::!: 5.1 十0.2土1.1

B M D 〈矧mAJ) 初回時 立.750::!: 0.1哲? 2. 538 ::!: O. 285 2.159 ::!:弘 238
1年後 ゑ 711士 0.201 2. 453 ::!: O. 265 2.139土 0.255
ム 叩 O.038 ::!: O. 089材* -0.084 ::!: O. 113 *材 司 0.01告::!:0.091 

*:p<0.05 *ホ:p <0.合l ネネ*:pく0.001 ( Me郡太 3d) 

表 2b対象者将校(US法)

30議 米満 30綴代 40議議代 50造業以上
(n=79) (n"'30) 

年齢(自主) 27.5ま2.2 34.2士2.9 45.3土2.7 56，7士5.4

身長 (cm) 老若E室長寺 157.4士6，3 157.0土4，吉 154.君主5.6 152.2ま4.2

1年後 157.1士6，0 157.0士5，1 155.0士5.6 152，O::!:4，2 

e.change …0，3::!:L7 O.O::!: 1.3 。守I::!:O.5 ~0，l::!: 0.7 

体重 (kg) 者J駁雲寺 55.4士10，3 51.8土6，6 53，O::!:6，9 52.4:!:6.4 

l苦手後 53.9土11.3 51.9::!:6.4 53，8ゴヒ6，5 53.2士6.2

ふchange ~L5士4，3 0.1ニ主2.1 0，9::!:2.3党 0.8ゴ:2，5

BMI (kgfni') 初悶E寺 22，6会5.4 21，1士2，6 22.1土2、8 22.6士2.4

1症手記長 22.0土器，7 21.1土2.5 22.4土2.6 23，0士2.4

d.change ~0.5烹 1 ，5 O.O::!:O，g 0.3土0.9 。ι士1.1

STIFFNESS (%) 初回目寺 事7.9全15，6 84.6::!:11.0 80，1::!: 10.1 69，4こと12.6

1年後 88.6::!: 15.7 83.3::!:10，4 77.4土9.1 67.6こと11.1

e.change 0.7こと9.6 ~ 1.2:t5.0* -2.7士4.4柑 1.8土4，5*

官 pく0.05，** Pく0.01 (Mean土SD)
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事的a 部代耳'1ライフスタイル (CXD;農〉

50総来事蕎 50重量f~ 50総以上
〈η~54) (n=081) (n思 48)

ヱネノレギー くKcal)粉症剖時 1896 土 486 1823 ::!: 354 1'794 土 386
1年後 1802 土 347 1740 :lニ 247 1745 こまこ 392 

L:" -94 土 487 83 土 340 叩 49 士 374

タンパク質 (g) 初回時 76. 1 ::t 20. 7 75.5 土 14，8 76. 8 :!:. 21. 3 
1年後 75.6:!:. 17.5 77.2 士 14.3 83.1 土 21.0 

ど主 -0，5 土 21.4 4ト0.7 土 17，7 +6.3 士 18.1 珍

耳語質 (g) 初閣時 59.4 :!:. 21. 4 54.0 土 15.1 53.2 :l= 16. 5 
1年後 56.8 土 13.2 49.7 ニt 12.3 48.3 土 15.8
4与 日 '2.6 三 21.7 4.3 -)- 18.8 ω4.9 土 17.3

務官電 (g) 事耳在主義寺 253 ごと 73 254 :!:. 56 250 土 61
1年後 241 土 56 243 :::f::ぬ 245 ゑ 51
A -12 土 76 ぺ 1 :l= 54 日-5 :l= 67 

カノレシウム (mg) 務総時 610 ，士 246 649 士 248 704 士 364
1部後 645 :l= 232 767 土 315 952 :l= 549 

ム キ35 士宮78 ーは18 :l= 310 ** +248 土 423 根本

Ca撚級点数 (点〉 事3沼時 6.4 土 2.2 ふ 5 :::t: 2，3 7.0 士 2.8
1年後 7.3 二位 2. 1 7論 4 士 2.3 8.2 :l= 2. 5 
A +0.9 .:t: 1. 9 刻伝家* +0.9 士 2.1 **ホ 十1.3 ごと 2. 0 箪本'"

#走者主 (告訴} 老若隠時 8803 士 2621 8231 党 2238 6696 土 2895
1部手金 8488 土 3080 7372 ポ 2641 6218 土 2555
£込 -315 :l= 2372 -859 土 2493 市 引 178 :l= 2249 

褒殺 の 滋 動 努 奇策 手害 ネ刀l百四寺 17 (26.6) 33 (40.7) 19 〈3538〉〉
支， i悦] 1年後 20 (31. 3) 38 (46.9) 25 (52. 1 

時~: p <0. 05 申申: p <0. 01 **本'P<0. 001 ( Mean オ士 sd ) 

級品会事f¥';室哲ライフ対イルの変化 (US法〉

30歳米機 器O露呈代 制緩代 50綴以ーと

ω 一一一…一一 一一 (n=19) _…(，そ主投一笠盟主… 一段盟主主…

エおレキキー (kcall 

タンハ・ク然 (g) 

脂質 (g)

務質 (g)

仰けム (mをま〉

"'JJllil時
1牢後

1721士437

1701::t330 
/)，.change …20士 506

初長選時 63，9:!:.13，3 

1年後 67.0士 17.0

.o.change 3.1ごと 18.2

殺日露程寺 61.0土 18.5

1年 後 52β土 17忠

d.change -8.1土 25.3

務総時

1体 後

223土 65

230:l=66 

.d，.change 7土 81

粉症型時 460士 139

1年 続 544::t:256 
schange 84土 214

Ca摂数点数(点) M琵話時 6.6土 2，1

1勾三告を 6.5コと2，1
E:t.change …0ぷ士1.5

一日歩数{語辞〉 老]Jfi苦時

1陣後

d.change 

現住琵襲撃訪習後 有 粉症翠時

n (%) 1年後

2 ( 10.5 ) 

3 ( 15.8 ) 

1781づヶ 29.1 1868ごと360

1783会て 342 1735:.!::::311 
1ごと394 -133土 321宙

68‘7三=13.4 76.3土 14.5

69.6士 15.5 75.0土 17.7
1.0三三 18.3 1.3土 20ぷ

59，3士 15‘3 58.5:l= 16.6 

57，9土 15.4 50.2::t: 13.3 
-1.4土 22.7 -8.3:l= 14.8官官

235土 64 258:!:.60 

235土 48 242::t:57 
1土 56 一16土 51

528:1: 179 604土 1お1

569士 193 574，也記75

41士 197 30土佐325

臥4土 2.0 5.8土佐 2.3

6.6::!:::2.2 7.3土 2，1
0，3士1.5 1叡50!ニ2.2骨骨咋

8122土 2805 7802:l=2466 

9441士 2580 7845点 2339
1319:l= 2164 43ごと2191

17(22.1) 7(24.1) 

20 (25.3) 10 ( 33.3) 

* p <0.05， 官官 P<0.01 
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1656士 301

1775ゴエ404

119:!ニ438

71.4土 15.0

76.8土 20，3

5.4::!ニ23.3

45.7ヰ 13ふ

47.3土 14.2

1.6土 14.9

236じた47

248士 56

12士 62

673土 184

746法'317
73土 308

7.0::!士2.0

8，1土1.9
1.1士1.7帥

8055士詰024

7B21::!:2660 
-234:1:2061 

15 (44‘1) 

16 (48.5) 

(Mean土器ひ)



②食品群別摂取頻度の変化

食品毎にその摂取頻度の変化を検討すると、図 2a，bに示すようにいずれの食品も「毎

日摂取する」者の割合が増加していた。特に変化が大きかったのは、 CXD法では乳製

品と小魚、 us法では乳製品で、あった。

<牛乳>

初回

1年後

0百

<乳製品>

初回

1年後

0% 

<小魚>

初回

1年後

0目

20弛

20百

20百

<豆・豆製品>

初回

1年後

0目 20% 

40目 60目 80目

40弛 60目 80百

100% 

100% 

団毎日 | 

[.3-6島週!

!口1-2回/週l
l旦厚長 J 

同吾面

1・M 回/週|
口1-2回/週|

回些一一」

両「寸
|・ 3-6回/~I
|口1-2回/週j

|』無し 」

40弛 60弛 80百 100目

40目 60弛 80目 100弘

図2a各食品の摂取頻度(CXD法)
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|図毎日 1 

1・3-6回/週|
|口1-2回/週 l

|口無し | 



く牛乳>

鵜諮 包毎日

.3-6@]/源

1年後 1同ロ無1-し2回/混

。出 20弛 40覧 60覧 80略 1∞桔

く乳製品〉

初回幽圃 湖町毎3-呂8函/遺

ロ 1~2毘/遷

1年後 ;思害警し

容詫 20覧 40弘 吾容器 S絞も 10号覧

く小魚>

棚田・
l川閣国隈・3a毎1EMm日L 2 6固レ着置

1年後~
聞何

む覧 20略 40覧 60% 80詫 100覧

<豆・豆製品>

話題「富一国国圃・・・・・・・・・ ;湾各お

;繊3-6s護li鐙:。1-2!i書li農1

1年後 r:J無し

。見 20覧 40% 60覧 80% 100覧

図2b各食品の摂取頻度 (US法)

③1 年後における運動習慣およびカ)v~ウム主要取と骨密度変化との関連

は D法では骨密度の変化と加藤舎および月経状態との鹿速について、料概念検討し

?と結果、月経状態との織に棄をも緩い紛僚がみられたため (r=O.261)、以下の追撃務、主義

幸安の影響;こ療するグループ7JIJ常事務ヲ笈変化謡艇は月経状態{関経言言、善悪皇室後 5年栄養籍、関豪華

議5年以上)!こより務整して計算した。 US~まは対象者が若年であり、尊重総隠の結集強

い宇官僚がみられる項目がなかったため、主手間変化率の計算にあたっては務整を行わなか

った。
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Aき患夜遂重義習演の有無罪IJによる全会対(緩 4a，b、阪 3a，b)

さIJlãJ~寺および 1 年後における滋動苦言緩め有無ýJlHこ、以下の 4 グループに分類しへ努密

度およびライフスタイルについて泳教した。

f委幹遼動書季J ;-初濁せ)1華料麦も違憲議志望書普整然し。

理E動習慣の変化による群!illjの比較(CXD法)表4a

道義導力継続群
(n=63) 

運動開始群
(n=20) 

非違憲動君事
(nぉ 104)

55. 7土 9.1

2. 462 :t O. 358 
2.411 二と 0.345 

-0.052土 0.111

55.4 :t 8. 9 

2.387土 O.332 
2.353二七仏 325
-0.03壬二と 0.073

52.8 :t 8.3 

2.570 こと 0.30号
2.51詰念 0.308

-0.05事念 0.104

(歳)

{皿位)初臨時
1卒後
どミ

年齢

B措む

*司，*

730土 273
880土 438
+151 こと 366 

本

583 こと 33号
607 二主 267 
+24土 171

*** 
607 ごと 266 
733 ごと 358 

十126ごと 360 

カルシウム摂取量級慰霊寺
(mg) 1嘉手季最

ム ** 

*** 

7. 3土 2.4
8.4土 2.4

+1. 1土1.8
( Mean二t sd ) 

** 
6.4 ごと 2.1 4.8 土 2.5 
7.1 士 2.1 6. 6 :t 2. 1 

十0.8:t2.1 柿本 +1‘9 :t 2.0 林*
*: p <0. 05 **・ p<0. 01 *キキ;p <0. 001 

(点)初回転寺
1生手後
ム

合

〈
次
〉
。
¥
的
。
同
次

Ca摂取点数

-3 
a) 運動継続群

a) Mean土SD

護軍総開総務非自震動群

図3a運動習慣の変化覧IJ 骨密度年間変化率(CXDj去〉
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「滋B宮中止群J 初回目寺i幾動潔憤有り、 1年後無し。

「運動開始群J 初回特選動潔慣無し、 1年後手f'? 0 

f逮動車接続華字J 初図書寺も 1年後も運動習後手i'?o
f，t;j3、違憲議車中立総i主人委主主主十分で、々 いため言語愛し?と。

CXD訟では 1年後の脅密度はいずれの群においても、初回に比し有意に減少してお

り、カルシウム摂取量および Ca機取点数はいずれの若草も増加していた。 f手早控皮の年間

変化率を月経状態で調整したイ政マ比較すると、非連動鮮の減少が最も大きいことが示さ

れた。

むSI;去ではf守幸密度の変化;土、すべての鮮で有意ではなかった。カルシウム摂取震はむ

ずかに潜泌したが、有意な変化マはなく、カルシウム絞殺得点i立運動機絵霊季、意襲警務総統

群で増加した。常君主E芝の変化懇では、道草護主潔始君季iまわすおかながら増加し、{殺の 2鮮で

は減少した。しかし、運動開始勝、違憲動誕生精群は非遼紛j鮮に比べ年齢が高く、 SDも大

きかった。

雲監4b 運動響機の変化による務裂の比較 (US~表〉

非望襲害総務 運動喜署員会総 運重主義主義悲若草
(n=57) くれな13) (n=52) 

年譲事 〈産量) 37.4 ェt10.7 46.8 土 13.5 43.9 =士 9.2

Stiffness (弛) 初問時 79.8 :t 11. 7 77.8 士 16.3 79. 9 土 13.4
1年後 78.6 土 12.6 77.9 :t 17. 1 78.6 士 12.4
ム 自1.2 :と 6.0 +0.2土 5.2 -). 3土 5‘7

カルシウム摂取重量粉症霊草寺 522 土 171 537 土 182 623 土 203

Ca摂取，tf?，.数

(mg) 1年後
ム

{点)初@lH寺

1.0 

む9

菩 1.0

" 5-2S 
3芝

部 3.告

“4.0 

1伴後
ム

570 二と 25長 667 土 275 632 土 218
性吉丈 240 +130 :t 328 ゆ:t253 

6. 5 :t 2.0 5. 3 土1.告 6.8 工 2.2
6. 7 土 2.1 7. 3 土 2.1 7. 3 士 2.3 
+0.3 :t 1. 7 +2.0 :t 1. 8 本場 +0.5 :t 1. 9 

本:pく0.05 **: p <0. 01 (註ean:t SD ) 

縫)

~~造量動群 連動開始喜平 運動継続税

a) M田 n土$正

E望3b逮勤務僚の変化}jlj 管密凌ま李総変化祭 (US法〉

2ら3ω

* 



B.;;む/レシウム摂取量別{表 5aム図 4aが

食事からのカルシウム摂取量設が脅密度におよぽす影響を検討するため、初図時および

1年後のカルシウム摂取裁により以下の2群に分け、骨密度の変化合比較した。

r{[ Ca主受取護学J;初回憾におけるカルシウム校賞主主義が 400mg米織で 1匁後も 600mg

に還していない群。

Ca摂取群J 初飯島寺も 1年後もちOOr時以上摂取されている影。

CXD~長マは 1 年後の骨密皮i士、両群とも粉閣時iこ沈し有意に低下していた。カルシ

表58 カルシウム摂取量の変化と骨密度(CXD;:li) 

低ca後取護挙 高Ca主翼君主維持群
(n=16) (n=56) 

年齢 (歳) 53.0士 9.1 55.3 ゴ二 7.吉

B M D (阻Al) 杉]間待 2.519士 0.327 2.500 ごと 0.377 
1年後 2.449土 0.334 2.451 二七 0.361 
ム 0.069 jと0.066*** -0.049 こと 0.114 耕

Ca.摂取量 (mg) 者詩的草寺 284 :ヒ 68 87話こと 236
1年後 384 :t 104 1015 二七 388 
ム 十101ニt115 ** +137二t388 キネ

Ca~受取点数(点) 初沼田寺 4.4:t2.1 7.9太 2.0
1年後 4.9 ニヒ 2.1 8.8 + 2.1 
ゐ 吋0.5ニt2. 7 十合.9:t1.7 キネ*

現在の遺書吉習霊塁 手Z 初回時 3 (18.8) 30 (53.6) 
主主 (%) 1年f走 8 (50.0〉 34 (60.7) 

( Mean土 sd) 
*: p<0.05 *本:p <0. 01 ***・ p<0. 001 

告

(

誤

)

4

J

U

 

D
¥
ω
O
H
ぎ

-4 

一5
J!ICa標取君事 高C.燦取維持群

密令書J~シウム摂取量の変化芸IJ
後密度年間変化率(CXDJi)

a) Mean:tSD 
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ウム摂取裁は阿鮮ともに有意に増加していた。運動習慣有りの者の割合は阿哲学ともに増

加していた。際経状態で調整した努g軽度年間変化率i立、 2議Ca摂取群において紙 Ca摂

取群;こ兆し、す号車密度の減少が持さえられる額向が認められた。

us老長では、 1年後の脅密度泳、語道 C治摂取維持霊季¥!有意な減少がみられた。カルシ

ウム主要紋議室、カルシウム摂取得点は荷重撃とも有意に増加し、護霊訪習慣のまちる者。〉人数は

低 Ca摂取総司?は増加したが、高話 Ca摂取維持鮮では 1人減った。骨密度の主存関変化E撃

は高 Ca摂取維持鮮で大きく減少したが、年齢は商 Ca摂取維持群で大きかった。

君主5b

年齢 (歳)

5tiff註es畠 (唱)

Cai絞殺遼 〈開g)

Ca摂取点数(点)

現主主の運動警護 2有

n (%) 

0.0 

き-1.0
a 
ω 
む

喜一2.0
r.tJ 

'J'. 

-3.0 

問 4.0

カルシウム摂取量の変化と録後Jl(USl圭〕

低Ca摂取群 高ぬ摂取維持鉾
(n=21) (n=32) 

33.9 :t 7.9 45. 2 土印刷 4

初問符 82.3 土 14.1 77.5 -と 16.1
l年後 81. 0 土 14.0 75.0 :t 14.8 
ム 1.3 こと 3.3 2.4 + 4.2 ** 

初5話器寺 300 土 51 761 ±を 110
1年後 402 土 131 873 会 286
ム +102士 131 *高齢 +112 ごと 277 容

初閲時 4.9 :t 2.1 8.0 :t 1‘5 
1年後 5.7 :と1.8 8.8 ニt1. 5 
ム +0.8 ごと 1.4 本家 +0.8 :t 1. 4 同~*

者)J[!iI普寺 4 (19.告〉 13 (43.3) 
ヱ主手議 6 (28.6) 12 (38.7) 

*:pく0.05 業本:p <0.01 ( ¥lean こ主 5D ) 

低Ca摂取務 ifliCa摂取維持務

図4b加レシウム摂取鎌の変化別
a) Mean+SE 

骨密度岩手間変化率(US法)
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C.カルシウム絞取点数BIJ(表6a，b、器g5証，b)

食事からのカルシウム摂取を初沼雲寺および 1年後(J)カルシウム右翼珍点数iこより 9点

を基準として以下の4群iこ分け、事守宅密度およびライフスタイル惑と比較したG

「低 Ca点数群J ; ;初回、 l年後とら曾ぷ来瀦

rCa点数上昇君事J 初回 9点米満 1年後 9点以上

rCa点数低下群j 初回 9点以上 1年後 9点未満

f高Ca点数緩持群J 初回、 1主計棄とも 9点以上

カルシウム摂取点数溺(CXひ去最}袋詰a

高Ca点数維持撃事
(n~25) 

51. 7土 7.5

ca点数上界君事
(n=34) 

56.3土 9.6

低Ca点数哲学
(n=10 7l 

53.9 :l: 8. 2 

2.498土 0.372
2.4詰4士号.353

-1). 034 :l: O. 08哲

2.479土 0.350
2.431士号.3総
0.048士広告号草

2. 563土 0.314
2.500士号.30号

向江 063土 0.112

初沼時

1年後

ム

(綴)

(rr.mA]) 

年齢

B M D 

空16主 351
10号2士 405
+176 :l: 434 

場事

652 :l: 221 
922土 471
+26百士 441

*事象

572念 227
613 :l: 252 
+40会 232

(mg)初回時

1年後

A 

カルシウム然数殺

10.0 :l: 1. 0 
10.5 こと 1.0 
+0.5土1.2

** 

q
t
u
n
u
a
U
B
 

I
-
-

十
一
+
…
ム
ヤ
一

mt
勾

d
n
w
u

p
o
n
w
d
ワ
ω

i
T
 

5.5 :l: 1. 9 
6.2士1.6

刊O.7 ニヒ L号

(点)初回時

1畠後

ム

Ca摂取点数

17 (詰8.0)
18 (72虐 0)

九五an 三ぷj

ホホ*

15 (44.!) 

込
象場*;pく0.001

*** 

:mi亘l持 29(27.!) 
1年後ゑi設.2)

家:pく註.註5 **: pくな 01

事干

。

2 

浅草E的立案響詩'i!lt賓

ふふ笠i

(

許

)

円

以

¥
m
w
O
M
咽
av

同町3

家並?寺事草書Ca点数CaF.:¥委主よ興事章{悲 C.点数群

誘拐e.n念SD

Ca摂取点数の変化完Ij努君密度年間変化率(CXD~ま〉

-2時6-
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なお、 Ca点数低下鮮は人数が十分で、ないため、害1J愛した。

CXD法では 1年室長Il)骨密度は、いずれの群も初同時に比し減少していたものの、高

Ca点数維持群においてはその減少は有3撃ではなかった。カルシウムの摂取状況は、摂

耳支縁、 Ca点数ともにいずれの群においてもま勢力5し、遼勤務後含有する者のi割合i立総 Ca

点数毒事においてとくに滋淑していた。合袋、渡変化喜容を月緩状意義で務獲した鐙でみると、

後 C語点差文書季、 Ca点数上昇灘、高 Ca点数維持若草の)1演に減少i立大きかった窃

us主告では 1年度の背後J:irl立低 Ca点数鮮と高 Ca点数級事寺鮮で有意に減少した。カ

ルシウム摂取量はすべての群で増加していたが、高 Ca点数維持者平の増加が有殺であっ

た。違憲重油習慣は低 Ca点数善幸で増加した。繁華告変の年間変化話料立 CXD法とはi援に、高

Ca 点数維持事季、 Ca点数上昇華卒、イ長 Ca点数鮮の緩iこ減少が大をきかった。

卒議 Z議7

Stiff，ミeS8 (哩) 紛問書寺
1年後
ム

カルシウム然除去量 (開初限時
エ年後
ム

Ca授君主点、委主 〈点:拶j問符
l年後
ム

現在の運動滋程変 有 初臨時
n (%) 1年後

。。
g -1.0 

-3令官

向 4.0

-5.0 

表6b カルシウム摂取点数別 (US法)

低Ca.A(数選挙
(0=106) 

37句 5 土 8.1 

82. 7 土 12.4
81. 4 士 12.4
同1.3 :t 5. 7 * 

510 土 175
522 土 187
+12土 22洛

5.5 土1.7
6. 0 土1.1
十O.5土1.6 本本

Ca点数上昇華挙
(n=21) 

46.5 土 11.5 

76.8 全 11.1 
75.0 :t 10. 1 
日1.7:t7.3

657 土 202
735 土 276
+78土 282

7. 2 土 O.1 
9. 6 士 O.7 
'.2.4土1.1 *** 

高Ca点数維持者挙
(n=l7) 

38.き士 12.0

雪上 7 :t17.6
79.4 :t 16.3 
-2. 3土 3.3 ** 

655 :t 172 
788 土 318
今133:t 268 * 

立告 ごと立宮

9.8 士 0.8
十0.1士1.3

21 (19.8) 8 (38.1) 7 (41. 2) 
27 (25.5) 号 (45.0) 6 (35.3) 

*: p <0. 05 榊 :pく0.01 綿 *:pく0.00(話開ね土 so) 

lli Ca点数群 Ca点数J:~鮮 高Ca点数 終待君事

aH五槌衿土器E

図5b Ca主義数点数の変化JlIJ 骨警官E豪華手間変化慈 (U初公〉
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D.運動習伎の有然およびカルシウム摂取滋l.lIJ (若をおふ図 6a，b)

1年後の去霊童書室ま1l0)宥安委とカルシウム事変建立意義的Omgを基準どし、以下の4要事;こ分け、

骨密度変化薬会主じ絞したα

f運動なしイ低 Ca摂耳文書事J 運動習慣なしでカルシウム摂取 600mg米瀦

「運動なし関 Ca摂取群J 運動習慣なし寸';'jJルシウム摂取 600mg以上

「運動あり低 Ca摂取群J 運動習慣ありでカルシウム摂取 600mg米満

f運動あり衡 C品摂取群J 運動習繍ありでカノレシウム摂取 600mg以上

岩屋7縫 1年後における幾重韓議後及びカんシウム摂取状況と望号事態II(CXD主主〉

憲章数無(・n低=4c2a}摂葉支群 遣軍商品費E・5毒Ca:摂敦群 運動有・{議Ca後殺事事 室室勤有・高c"摂取務
(0=52) (0ぉ30) (0=48) 

年齢 (織) 52.0 :t 7. 3 53.2 土佐 9.6 53. 7土 9.4 57.8:t8.2 

B M D (mmAll紛閥均 2. 562 :t O. 266 2.541士 O司 321 2.438土 0.321 2.452士 0.373
1事後 2.49富士 0.273 2.494土 0.336 2.39事:tO. 32:1 2.396土 0.358
ふ 由。 064:t札口7吉林*-0.047土佐立 103 特 一立 04土 0.087 本. -0.057士 0.113 判

カルシウム祭主量慾1'lJ主主義寺 474 :t 1吾3 683 でを 268 472 ごと 181 811士 27号
会ng) 1養手後 421 :t 111 事17土 307 434士 115 1014土 377

ゐ ー53土 188 十23呈士 384 本** サ話会 1告i 也容3士 36告 要参場

Ca摂耳量点数 (ぷ}初個時 5.7 :t 2. Z 6.富士 2.0 5.3会 2.6 7.苦土 2.1
1年後 6. 1土 2.0 8.0土1.9 6. 9 :t 2. 3 乱。=を 2.1
A +0.38 :t 2. 3 +1“2土1.9 ••• +1. 6士 2.3 ホホ事 +1. 0土1.5 *時

現干主的i揖験線機 初I翻時 o 4 (7.7) 18 (60.0) 
n (%) 1年後 o 0 30 (100) 

':p<0.05 ":p(O.Ol "':p(立001
{低カルシウム者経験緩急 (600mg，高カノレシウム燃費支務，訪日Omg)

市評判ゎ

G 

η'h 

{
8
0
¥的措
U
H
S

由 3

【 4
運動捕・i正c，摂取君事 揮動楠・商C阻摂取群 盟動有.1既c，熊取群 置動有・商c，摂取勝

a) Mean:tSD 

磁器a 遺襲撃議事ま著書および主!~シウム絞殺幾分j
す母宅態度重手際変化率(CXD~ま}
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CXD法ではカルシクム主要取量;土、運動(J)宥祭iこ関わらずカルシウム主要貫主衰の低い群

において減少していた。運動有群において運動習慣安宅ぎする殺の割合はカノレシクム摂取

撃の高低iこ関わらず初回iこ主主し翁加していた。各鮮における骨密皮変化率安月経状官接で

務怒した{憾で比較すると、 i議題主無・意表 Ca摂取鮮の減少が売をも大きかったが、他の 3群

の関係は務らかではなかった。

us 後では4守主著度の淡化i立運護主表意・低Cal'詫家殺で宥意に減少し、似の 3畿は為f意な

変化を示さなかった。カルシウムの抜書記愛は逐遺書(J)有無に関わらず、高Ca1採取君手で符

に増加し、低Ca摂取群。では減少した。王手際め変化宝容でみると、運動寿喜ー低Ca摂取

若草の減少が最も大きく、次に運勤務・高 Ca主義取若手であった。しかし、若手鈴は運動有・

高Ca奴取群で潟かった。

畿7b 1年後における漆動習慣及びカルシウムt摂取状汲と望号密度 (US法〉

査察龍b無・{誌Caj翼致務 i罵現h無・議ca淡葉支群主E勤務・{重向後段着手運動手f.京以後取鮮
(n略的 (n=3時) (n=23) 口二号2)

年齢 (議) 37.3 土号.0 39.2 土 11.4 41.8 :!: 11.6 45.吉:!:10. 7 

Stiffness 也)初田時 82.8 土 11.1 事0.3 土 13.8 79.6 士 14.3 78白 8 士 16.0

1年後 80.8 土 11.0 7註.6 :!: 14.3 79.富士 13.3 76.自士 16.4

ム 叩 2‘9土 4.7 *ホ* -0.1士 6.6 φO. 2 :!: 6. 0 -1.2:!:4.8 

カルシウム摂取E初約締 4犯士 165 623 土 156 556 土 235 641 土 i吉?

(mg) 1年設 442 土 113 喜31 :!: 260 463 :!: 107 818 土 1苦2

ム '51土 176 *. +2告書士 256 *.. 一幸3土 227 十111士 235 索現幹

以後君主点数 (F，i，)初霞袴 6.0 士 2.1 7，0 :!: 1.8 5. 7 :!: 2， 1 7.8 士 2，1

1年後 6.4 土 2.0 7，喜士1.8 6.8 :!: 2. 2 7.9 士 2，3

A +0. 4 :!: 1. 8 * +0.7 :!: 1. 2 *. +1. 2士 1，8 •• 時， 1士 2.1

現干Eの翌車種由習慣紛際韓 日 (9.2) 3 (8. 1) 12 (52.2) 15 (7J， 4) 
n 〈弘 1年後 o 0 23 (100) 22 (100) 

': p <0. 05 紳 :p<O.OI 林 .:pぐ0.001 (話ean士 SD) 
(低カルシウム摂取君事・て600mg，表選;/.Jノレシウム摂慾事事:~600mg) 

1.0 

0，0 

《

U

ν

A

U

J

「

サ

(
ま
)
富
@
ぷ
議
求

-3詰

…4、自
議動無.j韮c.級数君事 選勘繰.;iI;c.摂取線 運動帯電e滋むa摂取勝 運動者・3臨むa摂取君事

a) Mean土$正

5自働運動苦言僕および力I~'ì守主祭塁l!:I制1]
骨密度ま手際変化感 (US;去)
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日)幾重勤務僚の有無および Ca 摂取点数刻(表 8aム~7a，b) 

1年後のi態動習慣の安童話とカルシクム得点を基準とし、以下の4襲撃に分け、骨密E変変

化率を比較した。、

f運動なし低Ca点数群」

fj議種選なし高 Ca点数群j

f運動あり低 Ca点委主総J

f連覇おあり溺 Ca点数群J

1幾重鈴習慣なしでカルシヴム摂取点数9点来滋

;運動溜憶なじでカルシウム摂取点数9点以上

;運動習演あワでカルシウム摂取点数§ぷ米満

;選言語習慣ありでカルシウム絞殺点数g点以上

CXD法では 1年後の骨密度はいずれの群に才さいても初図書寺に比し、有意に減少して

いた也カルシウム摂取畿は遼動醤慣の符祭iこ関わらず Ca点数の高い鮮において有殺に

1年後における波数愛媛及ぴ力Jレシウム祭致点数と脅型軽緩(CXD法)畿日香

護軍毒事有濡仏、点数毒事
(n~3自)

護軍官語手， . j低c.点数襲撃
(n"45) 

i鰍然・語道Ca点、数群
{ド30)

運動型軽剛低Ca点数君事
(0ぉ 75)

57.8土 8.2

2.350士立 362
2.320土 0.350

紳*-0. 030 ::1:: O. 086 宰

53. 7土 9.4

2.524士官 326
2.462土寺.31君。062土 色 115

53.2士曾 6

2.576士0.327
2.524土乱 34話

象事*ω0.051::1::0.0昔1** 

52.0土 7.3

{醐Al)制限終 2.578土 O“303
1年後 2.512士 0.2宮4
b. -0.066土 O.106 

〈重量}

B漉診

年齢

830土 313
1025士45容
叶自5士426

556士 204
5事2士226
今43::1::174 

60草士 315
脅34土 435
+326 :!:: 434 

5告自主 240
641士27自
+42土 276

待

後
沼
年
A
品

」知

W
1

g
 

賄
側

品
鳳取四

m
n
凶

3ド

乱?士 2.0
10.3土1.2
+1. 6土1.8

5掴 3士 2.2
日4土1.7

+1.1土L事

ヨド*

7.5士1.8
9. 7土 0.8
+2.2:!:: 1.8 

色白土 2.0
6.2::1::1.5 

み0.2士L雪

Cal要望主点数(点初liiI務
1事後

& **ヨド.*牢*** 

日器与もす
29 (64.4) 

込斗脱
*特:p<O. 001 
姦Ca'摂取点数緩み§怠、}

4 (5. 3) 1 (3.3) 
o ( 旺}号 (0)

*:p<仏語5 *ホ:p<比01
(!lE:ea摂取点数百草守 <91民

現在の盗事事務哲初回待
n 略 1学後

。

4

2

n

4

匂
M

(
ま
)
凸
¥
的

ωN渓

ヨE量白書普勝 漣量臨書聖' 連軍動有， 遠望書事事・
i呈C.点数訴議C..点数群{正C.点数森喜Ca点数君事

ー4

.) Mean之容。

jgf7a運動習慣およびCa摂取点数]lIJ

管密度年薦変化盟事(CXD}去}
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増加していた。 Ca摂取点数はいずれの群も増加し、とくに巡動無・低 Ca点数群を除い

たほかの群で、はその増加は有意であった。月経状態で調整した符密度変化率は、運動有・

高 Ca点数群において最も減少が小さく、他の 3群においてはその減少は向程度で、あっ

た。

us主告では脅密度はカルシウム点数iこ努わらず、遼重治安震で挙管言撃に減少した。カルシウ

ム摂取量は運動無・ 3芸Caぷ数義孝でのみ港主主した2 年間の寺号宅普段の変化率をみると遂動

費襲の 2鮮での減少が大きく、滋霊訪有の鮮ではほとんど変化しなかった。年議事i立運動有・

凝 Ca点数群で高かった。

表8b 1年後における話量動習慣及びカルシウムm取点数と符潔皮 (US法)

運動無・低Ca点数話李総勧告費‘高Ca点数群運動有・{民Ca点数若干w 近軽量封jギ， .声量Ca点数群
(n吋阜 (nぉ25) (n=32) (n吋 7)

年離F {熊) 37. 6 :1: 8. 8 41. 4 士13.1 4告.3 :士注目 50.1 土11.5 

Stiffncss {事}主主E主持 82.3 土12.3 79.3 土13.5 81. 8 土12.事 72.事士 16.0
1年後 80.7 土12.1 77者 2 士12.8 81. 5 士13ぺ 72ぺこを 15. 1 
A 1.6士吾、む 当幹事 -2.1金正2 ** 0.3士も2 酌 0.6土7.0

Ca絞君主主義 (mg) 怨密持 520 士166 634 士17古 543 士212 704 土i苦5
1年後 520 士17自 813 土371 585 会 203 755 士262

^ 。土2日2 +178土327 ** 司2土274 +51士259

Ca級数点、数(点);初問時 5.8 土し自 8. 3 :1: 1. 3 5.5 土1.9 8.4 士し7
14'後 6.2 :1: 1. 7 9.5 士0.8 5. 7 士1.7 9.9 土0.6
ム +0.4士1.7 * +1. 3土1.4 *** +0.2土1.9 +1. 5士2.0 ヨ伝*

務』主的語草壁捨滋1賞初邸時

n 判 1部設

7 (8.3) 3 (12.0) 
a ({母}号{号〉

*:pく号、05 **: p(在日1
(/!まca摂取点数事事 〈事ぷ，

17 (54.8) 13 (76.5) 
32 (100) 17 (j吉町}

家本町 p<立 001 (揖"an京芸D) 
務お主要主主ti.数事手孟9点、}

0.0 

n

v

n

u

n

υ

 

4

i

n

t

令
ψ

〈
出

}ωg£
事
的
mg

ω ヰ♀

還像祭・ 遂望書銭安 遣軍機革軍事 液型臨宥・
延Ga嘉数群高Ga点数量李総Ga幾重量鮮軍軍むa点数害事

a) Mean:l:SE 

図7b運動習慣およびCa摂取点数}JIJ
骨密度年間変化率
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〈講堂療〉

1 ，断簡研究

カルシウムを多く含む牛乳、乳製品、小魚、'ii，'製品の摂取要員躍をは各年代を通じて

比較的商かった。牛乳は各年代を通じて、よく f投獄されておりを手間摂取する者が

40-60%校度、週に 3-6回の者を加えるといず、れの年代でも 60%以上の者が摂取して

いる。年代別では、年齢が増すほど多くなっており、この{隊肉l土近年の骨粗霊長症が話題

となってからの他の調査結呆とほぼ河じである。 4誌に、ヨド対委設は自発的に市町村の骨粗

整主張E検診を受診した者であり、カルシウム摂取への関心がi緩いま義団と考えられる。乳製

品も比較約よく摂取されており、遂に 3-61!万以上主翼線している者がいずれの年代でも

50%を超えている。しかし、まったく摂取しない殺も209ら絞度おり、この都合は特に

総長主代以後士重泌することから、ぎし霊芸品iま牛乳に上とぺc幹線学護会事まに受け入れにくい食品

であると考えられる。小魚、や豆;ま遂にrf'i必至手議会事雪、でのさ異耳完走さ多い。小魚;ま専寺;こ20露支代

以下では50%程度の者がまったく摂取して.i3らず、造3王手事~(I) j芝生活 iこなじみのない食

品であると考えられる。小・中全詳役雲寺fこの主霊祭のやれ主義耳立は30毅代以下で多く 50%を

超えている。この年代からは学校給食によ均やましを飲むことが多かったと予i~U ;されるが、

その一方で40%近くが欽んでいなかった点にも間菱重はSちるだろう。逆に学校給食での

牛乳摂取の習慣が少ない40絞代以i際て?も 40%総惑をの人が主義取していた。

リスクファクタ}と骨密度の関iおま今関紛いた 8積回での決定係数が0，083-0.563

であヮた。決定係数は MDi去 (DIP) とDXA法 (QDR)で低く、 DXA法 (DCS-60)

で最も高かった。 MD法や US法l立市町村の像診現場では多く使用されているが、臨床

約な意義やリスクファクターとの関淡を会主r省庁発的な重量付けがまだ十分ではない。しか

し、今回の結果では MD;淡 (CXD) とUSi:告での11'空言、ocと各リスクファクターの関迷l立

比較的良く、 f也の測定法とも一致していた。

年齢i土DXA1:去 {QDlじを除くすべてのisU:;立法で有意な負の関係を示したo {;本震と生

理の状態はすべての測定主告でI互の関係をヨミし、 MDi去 (DIP) とDXA法 (DCS必00)、

US法で荷主主であった。主手議室、 主主選霊(1)状態iまいづれの課1]定法でも編綴関係数;主義誌

く骨密度に大きく塁手警撃していたが、このことはイ畿の研究でも示されてお丹、 i湾緩め幸喜祭

を得たといえる。また、色遣ひままや US法でも DXA法と変わらない結果が潟られた。

過去の牛乳療取はアンケ…トさと災会議していなし、京湾村主主多かったため MD法的IP)

とDXA法 (DCS-600)でのみ検討した。現在、過去とも牛乳摂取頻度が壊すiこも還って

骨密度会主高くなる傾向がみられた。現在と過去の牛乳摂取の両方が検討できた 3jJ[1]笈淡

でみると、いづれの務U~主主釈でも過去の牛乳摂取の影響の方が強く九成長英語(1)十分なカノレ

シウム摂取の!必要書役会主食唆ナるを》めと考えられる。

運動との関議長はi議数多~ií誌の有無のみで検討したが、現在の運動iま MD後でl立後の関係

が、その他の DXAi去と US淡では正の関係が見られた。運動災施者では令後躍をが関い

傾向にあることが似の研究からぶされている。一方我々の他の研究では符物思誌の測定資'11

f立により関長室する滋動機関が異なるという結果がえられており、今閲の妻名聞<:'1立MD

i去で謹1];;をする第二中学怜lこ彩饗する運動種目が少なかったのではないかと捻測される。
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で、 DXA法 (QDR)の測定部位である膝燃やus法のiJ!IJ定部位である媛骨lま多く

の滋蓄を綴自で体重量による負荷がかか与 Aやすいため、遂重~5主主主Il)有無との喜善係がよくみら

れたと慾われる。今留の選言語笑主主主fQ)5起き事緩践にウォーキングやジ呈ギング、パレ

ル、パトミントンなどが多くみられたが、これらは療後やE重脅tこ体重Il)負荷がかか

りや寸い毛筆箆であろう。過去の運動管殺は MD淡 (CXD)とus注では正の潟係がMD

主主 (DIP) とひXA主主 (DCS-600)では負の関係がみられたわ過去の運動習'演は、体予ぎ

の授重量を話会く{患の運動との比較としたが、務者五のi義援bf待機 iこ後留と ì~~定都位を加味した

うえ?の検討が必要と考えられる。

2.介入研究

CXD記長は短時間に多数の対象者に測定可能で、 X線被爆滋が緩めて低いとL寸機能

性がある一方で、首都定都{立が第二中手骨という限られた米樹皮質骨のみであることや、

同ーの機影条件を事長つ必要があるといった点もあげられる惣また US法i立X線を使用

しないので、ìl\~護~Iと際して管理区域を使用しなくてすむこと、妊主祭の主著書き伎のみる年代

iこ対しても告をF張主主将書露であることがらげられる。そのたき今、お接工卒すで、の脅級事主主主検診で

はとれらのus主告や MD主告が数多くJllいられているの しかし瀦笈原理主が伎のX線を渇

いたものと大きくことなるため、議5主的意義については不明な点主主多い。臨床や研究の

場では DXA徐による緩橡や大腿骨の瀦定が多く行われており、 MD法や US法iこより

測定された脅'署管皮と主主主苦習慣の関係は明確でなく、事後指導の議量得となる資料もかぎら

れている自主主浴習燃と骨密度の関係を検討するためには、浅草書官需の変化と骨密度の変

化を縦断的iと検討することが必須であるが、今回測定した CXD担保における CV値は一

般に約 2% 、 US~長では約 3%とされており、 DXA法に比し大合いため、研究上の限界

があることはそ安定ガiきない。

今回、生活苦号機と学学筏Z交の関係告と CXD法と USi去の 2穣汚いたが、それぞれの検診

受診者の対象年齢が災なり、 US法の方主主若年者が多かった。今臨Il)草書祭て?は一番sCXD

法と US法の結果主主異なる足まがあったが、この点に廃してはi員52霊長室獲が災なるとと、認

定蕊位主主薬なち皮質?号、浴室露骨Il)~撃いによる代議tlHl事長の皇室と手本獲多量絞めかかち具合iこ援

があること、年齢受裏金王遣うること会考慮、して考察する必要がる{;，o また、事争後E震の変化;こ

は年齢や生理主の状態などが大念く影響するととが知られてお号、生活苦手僚と背後演の変

化の検討では、それらの攻悶安翻空襲して検討することが必要と考えられる。今回はCX

D法は生理の状態と際経後年数でのみ調整し、 US法では調鐙を行わなかった。これは

共分散分析による調援はf守宅住皮の変化と誠媛項目の問に線形関係があることな前提と

しているが、 US法での年齢と骨密皮の変化には有意な線形関係は官官、めらなかったため、

共分散分析による調盤は不適切と判断したためである。実際には閉経荷台後の年齢ヤ暗号密

度の変化が大きく、遣を年有者と高齢革までの変化は小さくなっていた。今後iまさらに、その

他の要因を含めて、調空襲項認や議後方法についての検討を加え、生活習演との燦i獲を後

討していく必要がある。
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還要誌や栄養の一方の変化と骨密度の変化合比べた結果では遂動との関i畿では、 CXD

法、 US~まとち発違憲護主鋒での脅密度の滋少が大会く、脅密度の維持に送童数量設が大きく影

響することを示唆する総菜となった。主義務との潟速では、 CXD~泰裕ではカルシウム摂取

の多い群での営者皆E査の減少が少なかったが、 USi法ではまったく i設の豪雪5牲となった。カ

ルシウム摂取殺との関係ではUS法では潟 Ca摂取維持群で年齢が言語いため、年齢や生

理の状態による影響を受けている可能性があり、カルシウム摂取最の影響を単独に検討

できない。また、カルシウム摂取得点で検討した場合には、カルシウム摂取得点と実際

のカルシウム摂取議長を比べた場合、 CXD畿に比べ US法では摂取得点の高い鮮のカル

シウム事堅実主義をは少なく、湾設g定法での綴向与を比較することはむγかしい。全体としては

1年後にカルシウムの摂取量;主主義忠告綴向にあ号、初回と 1年後のカルシウムを多く含む

食品の授取頻度はどの食品でも織力惜していたc 事きに牛乳i立 l年後iこは毎日飲む者が

60%をこえていたa また、乳製品は篠問、 i滋3-6回の摂取の曜まが大さく増加しており、

カノレシウム摂取を試みた場合に取り入れやすい食品であったといえる。

選動とラ詩書量の拘留から検討した総撚では、 CXD法、 US法ども意義動無・低 Ca摂取の

群での符畿皮の減少が大きく、遼軍当手f.声高 Ca摂取で骨密1tの減少が押さえられたとい

った絡系金支得られ、運動と栄養の言専務が骨密凌iこ影響することを示唆している。実際iこ

は CXD会長、 US法とも運動有でカルシウム摂取の多い務改〉年議事会主滋く、その蓑はもっ

と媛穫であると予語TJ される。 US~告では特;こ運動有の若手ゆでの効祭が大きかったα 今屈は

i援動緩隠惑と限定していないが、多くのj援護誌が蓮骨への体援護主衡をど場すため、運動の効擦

が得やすω かったのではないかと予想、ちれる。

事守宅話皮へは運動と栄養の河殺が関わっていたが、今聞は君事分けを主に 1年後の遜動の

，育委襲やカルシウムの摂取状況で検討した。特iこカルシウムについてはある量以上会摂取

していることをカットラインとした。 1年後の運動やカルシウム摂取のみでなく、以誌な

の状況を考慮した検討もf必要警でみる。

4'悶は栄養音調査からのカルシウム摂取量からの軽量脅すとともにカルシウムをと多く

食品の絞取得点による検討を加えた。カルシウム摂取怒とカルシウム得点ではほぼ問機

の綿糸が得られており、食事記録法による栄養調賓が不可能な場合でも、カルシウム告?

を多く含む食品の摂取頻度をど検討することで、ある程度の傾向を検討することが可能であ

ただし、食事務室まより得たカルシウム摂取設と、食品主要取頻度調3まより算出した

カルシウム摂取得点との総主義てゴけにはさらに検討が必獲で語ちる。今思i立、脅草普段変化の

援金霊祭も護毒事警にみられた 9ぷを議室襲として渇いたが、その妥当性についてもさらに絞殺

の余地がある。
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